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級別 総数 １級 ２級 ３級
推計数
（千人）
346 1 88 70
級別 ４級 ５級 ６級 不明
推計数
（千人）





















割合 6.2% 15.4% 17.0%
表５．福井県　聴覚・平衡機能障害者数
［身体障害者手帳所持者数］（福井県統計年鑑）







8年 4,228 34 4,262
















8年 50,057 101,870 151,927


































































































































































































































































































































0.0% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%
（9）　その他、パソコン要約筆記を通して、変化
したことや学んだことを自由に記述してくだ
さい。
◦違った見方が出来るようになった。
◦聴覚障害者に対する理解が深まった。聴覚に
障害があるからといって、すべての人が手話を
使っているとは限らないということが分かりま
した。
◦タイピングに関するサイトを探すようになっ
た。打つ練習も多少なりともしたように思う。
分からない用語とかがたくさんありますが、勉
強するようになった。
◦要約の仕方が少しは分かった。
◦要約するのは今でも遅いけれど、どういうと
ころを要約すればいいかは分かってきた。
５　まとめ
　学生のサンプル数が少ないため、パソコン要約
筆記を実践すれば、情報リテラシー力が確実に向
上するとは言えないが、少なくとも動機づけには
なると考える。
　今後、適切な日本語力を評価する基礎学力テス
トの開発を並行して行いたいと考えている。
　この１年間で、福井県においてパソコン要約筆
記を勉強するサークルが２つ誕生し、また今年度
よりパソコン要約筆記の奉仕員養成講習会が開催
されることとなった。
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